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年齢平均年齢 38.6 歳(最小値14 歳，最大
値89 歳)
男性割合 83.42% 
フルフェースヘルメ ット着用割合 28.34% 
ヘルメット正常着用割合 65.41% 

















るO この論文では，被説明変数を Y= 1 (死
亡の場合)か Y= 0 (生存の場合)かの二値
選択問題として考えているO こうした分析の場
合， probit モデルか logit モデルがよく採用さ
れるが，これまでの分析との整合性を考慮し
probit モデルによって分析を行った。死亡確率




Prob(Y = 1) =φ (Z i) ， Zi = ~ biX i (1) 
































































































ヘルメット (0. 769) を着用し，二輪速度80
km/h 未満の速度 (0.0) で、10km/h 以下で走行
中の一 0.8295) の普通自動車 (0. 7320) に衝
突し，主たる衝撃部位が頭部であった場合
(1. 2549) ， Z =一0.675 + O. 769 + 0 -











は 1歳年をとるごとに死亡確率を 0.41% 高め
る2) フルフェース型ヘルメットを着用し事故に























204 ，206) も合わせて紹介すると 0.48% →









13.06% →15.1% →14.62% →13.96% と年齢と
同様に過去の推計と似たような傾向を示した。
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頭部傷害 冲ﾉk22分類  加害部位 Zｩ}   
重傷度AⅠS 等Zｩ} 
ヘルメット概要 Yw9B稲X,ｸ竧.(ﾛｒ添Zｩ}         
脱落 分類  
タイプ 分類  
帽体最大損傷部位 1分類  
ヘルメットの加害物 0分類  
帽体所見 分類  
ライナー最大損傷部位 5分類  
ライナー所見 分類  
最終的に推計に用いなかったデータ項目について紹
介する｡
注
1) (財)交通事故総合分析センター(2008) 『交通
事故統計年報　平成19年版』 p.218
2) Evans (1998)ではアメリカのデータを分析し
て,男性である場合死亡確率が約30%減少するこ
とが報告されている｡日本のデータでは性差は確
認されていない｡
3) 2009年10月29口付け読売新聞ネット版によると,
警察庁が一般道の速度規制を60km/hから80km/h
に引き上げることを決定したとの報道があった｡
17年ぶりの規制変更である｡当然道路環境に依存
するが,警察庁も速度そのものがすなわち危険と
いう認識に疑問を持っていたことの証拠と言って
良いであろう｡
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